
この虫、フラスを見つけたら
通報をお願いします！

特定外来生物

この虫を見つけたらその場で踏み潰すなどして駆除
してください！
幼虫がバラ科樹木の内部を食い荒らし、サクラやモモ、
ウメ等を枯らします。

成虫の特徴

 胸部（クビ）が赤い
 体長 約2.5㎝～4㎝
 光沢のある黒い体

フラス
 幼虫が大量の「フラス」（木くずと虫の
ふんが混ざったもの）を出します

 色は明るい茶色
 かりんとうのような形状
 薄い木くず片を多く含む

長野県環境部自然保護課

写真提供：埼玉県環境科学国際センター

特定外来生物

飼育や生きたままの運搬等が
法律で禁止されています

詳しい情報・最新情報はこちら



が
長野県でも確認されました！

被害を拡げないために
早期発見・早期防除を徹底することが最も効果的かつ重要です！

 庭木、公園の木、街路樹、果樹園などに、成虫やフラスがないか確認
してください

 成虫やフラスを見つけた場合や、クビアカツヤカミキリによる被害が
認めらる場合・判断に迷う場合には、すみやかに県または市町村へご
連絡ください

被害を受ける樹種（バラ科サクラ属）

サクラ類 モモ類 ウメ スモモ プルーン アンズ 等

放置すると甚大な影響を及ぼします

❶幼虫は樹木の内部を食べ、樹木を衰弱させます
❷ 被害が進むと、樹木が枯れる恐れがあります
❸ サクラやモモなど、身近な樹木に甚大な被害を
もたらします

幼虫の食害痕写真提供：埼玉県環境科学国際センター

《 発見した場合の連絡先 》
発見した場合は、発見場所の市町村担当課または県（下記連絡先）へ

提供いただきたい内容：発見日時・発見場所・成虫/フラスの別・写真・被害のあった樹木の種類
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